
異文化マネジメント研修  
2021年度

新潟県受託事業  

新潟県



日程

2021 年 9 月 13 日（月）～ 15 日（水）

会場

国際大学 （新潟県南魚沼市国際町 777番地）

使用言語

英語

受講要件

①TOEIC 600 点以上（目安）

②ビジネス経験（通算勤務年数 3年以上）

定員

12 名 ※申込多数の場合は抽選となることがあります。

受講料

15,000 円（税込） ※宿泊費、夕食代、教材費含む

宿泊

近隣ホテル

申込締切

8 月 13 日（金）

8月 20 日（金）（受講者決定、受講案内送付）

新型コロナウィルス感染予防対策として、定員 12名（教室の収容人

数の 50％とし、教室入室前検温、手の消毒、マスク着用を行う予定

です。また、感染拡大状況によっては実施形態の変更・開催中止の

可能性がありますのでご了承ください。

お問合せ先

国際大学 新潟県研修事業担当

niigata@iuj.ac.jp 025-779-1104
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　本研修は、海外進出・展開を検討している新潟県内企業社員を

対象とした3日間の短期プログラムです。国際大学の多様性に満

ちた教育環境の下、主にアジアの新興国への参入や、国際的な競

争優位性を獲得するための知識やスキルを身に付けることを目的

としています。また、アジア・アフリカを中心とした将来のトッ

プリーダーとの交流を通じて、企業が海外へ進出し活動する際の

人脈を構築することができます。



DAY1

9/13(月)

DAY2

9/14(火)

DAY3

9/15(水)

8：50 

～

   10：20 

動機付け

・動機付け理論を理解

・異文化環境での動機付けの

実践

国際的競争優位Ⅰ

・グローバル化の中で企業の

競争優位確保について

10：30 

～
12：00 

オリエンテーション

・国際大学留学生とのアイス
ブレイク

・チームワーク体験
（アクティビティ）

各国の概要・歴史

・東南アジアの留学生による

自国の歴史観(3～4 カ国)

・Q&A(日本との視点の違いに

ついて)

国際的競争優位Ⅱ
・グローバル市場での競争

優位の実例・分析・討議

13：00 

～

14：30 

異文化理解・体験Ⅰ
・各地域の習慣について

(食事・慣習・現地の言葉・
 行事など)

：東南アジア地域から

各国の概要・歴史
・今後のアジア・アフリカ地域に

おける事業についての討議

・各国が求めるものと日本が提供

できるもの、ビジネスニーズ考察

課題とアクションプラン
・自組織の今後の方向性と

自分自身の行動計画
(作成と発表)

課題とアクションプラン
・自組織の今後の方向性と

自分自身の行動計画
(作成と発表)

14：40 

～

16：10 

異文化理解・体験Ⅱ
・各地域の習慣について

(ハラル・宗教行事・現地の

言葉など)

：イスラム地域から

異文化コミュニケーションⅠ

・コミュニケーションの概念

と異文化における実践

フェアウェルパーティー
・国際大学留学生との交流に

よりグローバル環境を理解

16：20 

～

17：50 

ダイバシティ＆

チームマネジメント
・多様性の中でチーム運営に

ついての理論と討議

異文化コミュニケーションⅡ

・異文化環境でのコミュニケ

ーション及び演習

18：00 

～

19：00 

ウエルカムパーティー

・国際大学留学生との交流に

よりグローバル環境を理解

夕食会
・国際大学留学生との交流に

よりグローバル環境を理解
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※各セッションには、アジア・アフリカを中心とした世界各国から集まる留学生がティーチングアシスタント（TA）として参加します。



横瀬 勉

国際大学 国際経営学研究科教授 兼 グローバルリーダーシップ開発センター長

担当科目：ダイバーシティ＆チームマネジメント、動機付け、東南アジア概要・歴史、
国際的競争優位、課題とアクションプラン

Mohammed K. Ahmed  （モハメッド K. アーメッド）

国際大学 国際経営学研究科特任教授

担当科目：異文化コミュニケーション、異文化理解・体験

2020 年度受講生コメント

Q 学んだことを仕事の中でどのように活用するか？

・今後、海外進出する際に、研修で学んだSWOT分析を活用したい。
・日本人同士でも、他部署の人は異文化なので、同様の考え方ができる。
・工業見学やメールでの対応をするときに、相手の文化に合わせて伝え方を変える。

Q 研修の感想は？

・普段は日々の細々とした仕事に追われ、店舗の方針など大きなことを考える機会を作らないままにしていたが、
　俯瞰的な視点が得られた。
・今まで直接触れることのなかった文化の方と直接時間を共有できたことがとても良い経験になった。
・研修内容も良いが、普段会えない他の研修に会え、とても有益だった。
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デラウエア大学にて言語学博士号取得。1988年より国際大学にて夏期英語集中講座(IEP)の他、国

際経営学研究科において、「Academic English」「英語による修士論文の書き方」等を担当。みず

ほフィナンシャルグループ、野村総合研究所、IMF等多くの企業において英語研修トレーニングや

経営幹部育成研修を実施。 

慶應義塾大学経済学部卒業、同大学大学院にて経営学修士取得。国際大学MBAプログラムにて

「交渉術」「リーダーシップ」「Corporate Social Responsibility」等を担当。東急電鉄、ノーザンテ

レコムジャパン、日本ブリティッシュテレコム総務人事部長、PDIジャパンのコンサルタントを経

て、米国系製薬会社ワイス株式会社の執行役員人事部長。慶應義塾大学SFC研究所上席所員兼任、

人と組織に関するコンサルティングおよび研修、エグゼクティブコーチング等を実施。前八千代

工業社外取締役。



❘

https://www.iuj.ac.jp/gp-f/2021/ibunka_application.pdf

niigata@iuj.ac.jp

❘

949-7277 777

❘
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Email: niigata@iuj.ac.jp / TEL: 025-779-1104


